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研究内容

1,1,2,2-tetramethyl-1-(4-dimethylaminophenyl
)-2-(2-cyanophenyl)disilaneの化合物は、2つの結晶
多形をとり、単結晶X線構造解析により両結晶構造が決
定されている。メタノールから得られた単結晶は、非
中心対称Pa (Cc)をとり、SHG活性なパラレル配向を示
す。ペンタンからの単結晶は、中心対称性のP21/cをと
り、SHG活性を失う。SHG活性な結晶を溶融し冷却す
ると、SHG不活性な結晶が得らる。粉末X線解析にて2
種類の結晶相を同定した上で、それぞれに13C固体NMR
測定を行ったところ、CH-π相互作用などの分子間相互
作用の違いが、スペクトルに反映される。

共同利用装置、技術

• 固体NMR装置(600MHz)：ワイドボア
超伝導磁石タイプ、高分解能測定、多
核種(1H~109Ag)対応

• 固体NMR装置(200MHz)：ワイドボア
超伝導磁石タイプ、高分解能測定、広
幅測定、多核種(1H~109Ag)対応

• 固体NMR装置 (20MHz)：永久磁石卓上
型、緩和時間、拡散係数、1H専用

• 固体NMRスペクトルデータベース
https://ssnmr-sd.db.aist.go.jp/SSNMR/Top.php
（無料公開中）

AIST先端ナノ計測施設(ANCF)
固体NMR共同利用の成果事例

●固体試料の局所構造およびダイナミクスを測定する装置
●試料管を高速回転（0～60kHz）させて高分解能NMRを測定する
●溶媒に溶かすと構造変化する試料でも、そのまま分析できる
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研究のねらい

文部科学省マテリアル先端リサーチインフラ(ARIM)において固体NMR装置群の
共同利用を実施しており、国内の大学や研究機関との計測事例について紹介す
る。固体NMR装置は、固体試料を対象とし、原子が持つ核スピンをプローブとし
て、局所構造およびダイナミクスを原子・分子レベルで測定し解析する装置です。
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